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特集 2

　
「
教
育
改
革
」と「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」は
、

国
が
推
進
す
る
国
立
大
学
改
革
の
重
点
項

目
で
あ
り
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
も
国

立
大
学
法
人
化
当
初
か
ら
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
２
０
１
５
年
度

の「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支

援（
タ
イ
プ
Ａ
）」へ
の
採
択
や
、
２
０
２
０

年
か
ら
の
入
試
改
革
へ
の
対
応
な
ど
、
よ

り
一
層
の
改
革
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
教
育
改
革
を
担
う
統
合
教
育

機
構
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
担
う
統
合
国

際
機
構
と
い
う
２
つ
の
組
織
を
新
た
に
設

立
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
は
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
す
る
領
域
も
多
く
、
両
機
構
を
兼
任
す

る
教
員
も
多
数
在
籍
す
る
な
ど
、
連
携
し

な
が
ら
改
革
を
進
め
て
い
る
。

国
の
入
試
改
革
に
合
わ
せ
て

次
世
代
の
入
試
体
制
を
検
討

　

教
育
改
革
を
担
う「
統
合
教
育
機
構
」

は
、
入
学
者
選
抜
か
ら
教
養
部
・
学
部
・

大
学
院
・
生
涯
教
育
ま
で
、
全
学
的
な
教

育
関
連
の
活
動
に
一
貫
し
て
対
応
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
機
構
体
制
が
構
築
さ
れ
た

目
的
を
、
機
構
長
の
田
上
順
次
理
事
は
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
て
説
明
す
る
。

　
「
東
京
医
科
歯
科
大
学
に
は
、
医
歯
学

教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
と
医
歯
学

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
推

進
部
門（
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
機
構
）が

そ
れ
ぞ
れ
教
育
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
機
構
で
そ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め

に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
分
散
し

て
い
た
人
的
資
源
を
有
効
利
用
し
、
大
学

理
念
実
現
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化

す
る
の
が
目
的
で
す
。
さ
ら
に
、
入
試
か

ら
生
涯
教
育
に
至
る
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
質
の
管
理
と
継
続
的
な
改
善
が
可
能

な
組
織
作
り
を
目
指
し
ま
し
た
」

　

統
合
教
育
機
構
は「
学
士
課
程
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
善
チ
ー
ム
」「
大
学
院
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
善
チ
ー
ム
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
推
進
チ
ー
ム
」「
教
養
教
育
チ
ー
ム
」「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
」「
Ｉ
Ｒ
チ
ー
ム
」

「
教
育
技
法
開
発
チ
ー
ム
」と
い
う
７
つ
の

チ
ー
ム
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組

む
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー

ム
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
入
学
試
験
改

革
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
い
え
る
。
文
科
省

の
方
針
で
は
２
０
２
０
年
度
に
は
セ
ン

タ
ー
試
験
が
廃
止
さ
れ「
大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ
ス
ト（
仮
称
）」が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
入
試
改
革
の

前
提
に
は
中
学
校
、
高
等
学
校
で
の
教
育

改
革
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
新
し

い
大
学
入
試
基
準
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
高
校
と
の
連
携（
高
大
連
携
）を

密
接
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
「
本
機
構
設
立
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
入
試

改
革
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

機
構
の
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
力

し
て
い
ま
す
。
新
入
試
で
は
人
物
評
価
も

加
わ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
以
前
か
ら

行
っ
て
い
る
面
接
試
験
を
見
直
し
、
医
療

者
と
し
て
の
適
性
を
見
極
め
ら
れ
る
よ
う

な
新
し
い
評
価
方
法
を
検
討
し
て
ゆ
き
ま

す
。
ま
た
、
優
れ
た
学
生
を
全
国
か
ら
集

め
る
た
め
に
、
大
手
予
備
校
に
勤
務
し
て

教育改革とグローバル化を推進する
２つの機構が新設

東京医科歯科大学では、「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に貢献する」という基本理念に基づき、
さまざまな大学改革に取り組んできた。2014年 4 月に吉澤靖之学長が就任してからは、ガバナンス
強化の一環として学内体制の再構築を推進。2016 年 3月、統合教育機構と統合国際機構という新し
い機構が立ちあがった。この 2つの機構がどのように大学改革が進むのか、二人の機構長に聞いた。

理事・副学長
（教育・学生・国際交流担当）

田上順次

教育技法開発チームが中心となって進めている「シミュレーション教
育」。学士課程の臨床実習に組み込む新しい教育手法として注目さ
れている。（写真は歯学部のスキルスラボ）

 大学改革の核となる
「統合教育機構」と「統合国際機構」

［
統
合
教
育
機
構
］

入
試
か
ら
学
部
、大
学
院
、生
涯
教
育
ま
で

一
貫
し
た
取
り
組
み
で
教
育
の
質
を
高
め
る

学士課程カリキュラム改善チーム
・アドミッションポリシーの見直し
・推薦入試
・バカロレア
・帰国生入試
・学士編入学
・ディプロマポリシー
・コンピテンシー
・海外カリキュラム調査
・カリキュラム評価
・教養・学士専門課程連携
・臨床推論能力
・地域包括医療

・学年混合型授業導入
・英語授業科目数
・学部・大学院カリキュラムの連携性
・学生意見の反映
・評価
・GPA
・医歯学融合教育
・専門職連携教育
・【学士】グローバル関連科目群
・【学士課程】HSLP
・シミュレーション教育

・アドミッションポリシーの見直し
・ディプロマポリシー
・コンピテンシー
・【大学院課程】

英語コミュニケーション能力向上
・英語による授業科目増数
・【修士/博士】

グローバルヘルス関連科目群
・グローバルヘルス研究科
・【大学院課程】HSLP
・英語のみで卒業できるコース
・ジョイントディグリープログラム
・学部・大学院カリキュラムの連携性

・連携教育
（研究科/研究所/センター/

連携大学院/公的機関/企業）
・疾患予防科学コース
・国際共同教育研究
・臨床倫理
・生命倫理
・研究倫理
・大学院における教養教育
・入試における民間英語資格・

検定試験の導入
・IR
・カリキュラム教育効果検証

・海外経験者増数
・留学動機付け
・留学前準備教育
・海外留学教育支援
・留学報告会
・留学生と日本人学生との交流機会
・海外協定校増数
・海外拠点活用

・【大学院課程】
英語コミュニケーション能力向上

・【学士課程】HSLP
・【大学院課程】HSLP
・【教養】二ヶ国語履修化
・【教養】「グローバル教育科目」群
・【学士/修士/博士】
グローバルヘルス関連科目群

・入学者選抜
・高大接続
・入試広報
・オープンキャンパス
・入学者の追跡調査
・アドミッションポリシー

の見直し
・推薦入試

・バカロレア入試
・帰国生入試
・学内学士編入学
・民間英語資格・

検定試験の導入
・東京外国語大学

との連携
・四大学間学士編入学

・データ収集・蓄積・
分析システム

・データ集約/管理/
統合/分析

・教育現場への還元
・入試システム
・学部教務システム
・大学院教務システム

・研究情報
データベース

・データ連携
・学務システム統合
・学務系システムと

健康管理システム等
との連携

・修学情報蓄積
・教員評価

・アクティブラーニング
・教材作成支援
・メディア活用
・シミュレーション

教育支援
・テレビ会議システム
・動画配信
・連携授業
・ネット学習環境
・図書館

・【大学院課程】
国際社会人大学院
コース学習支援
システム

・教員研修
・キャリア教育
・教育能力向上

・教養総合講座
・二ヶ国語履修化
・「グローバル教育科目」群
・「Japanese Culture and Society」

授業科目数充実

・ピアサポート教育
・教養・学士専門課程連携
・大学院における教養教育

大学院カリキュラム改善チーム

グローバル教育推進チーム 教養教育チーム

アドミッションチーム IRチーム 教育技法開発チーム

い
た
人
を
入
試
関
連
特
任
助
教
と
し
て
採

用
し
ま
し
た
」（
田
上
理
事
）

　

入
試
関
連
で
は
、
一
部
の
学
科
で
行
わ

れ
て
い
た
推
薦
入
試
を
全
学
科
で
行
う
こ

と
に
加
え
、
帰
国
生
入
試
や
バ
カ
ロ
レ
ア

入
試
も
導
入
し
て
、
さ
ら
に
門
戸
を
広
げ

る
。
２
０
１
７
年
度
入
試
か
ら
は
東
京
外

国
語
大
学
と
連
携
し
、
人
文
系
の
東
京
外

大
、
自
然
科
学
系
の
本
学
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
共
同
で
入
試
問

題
を
開
発
し
て
い
く
計
画
だ
。

教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
の

先
進
的
な
取
り
組
み
の
数
々

　

次
世
代
の
入
試
体
制
で
選
抜
さ
れ
た
学

生
た
ち
が
教
養
部
で
学
び
、
学
部
教
育
で

さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
。
学
部
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善

チ
ー
ム
を
中
心
に
、
基
礎
科
目
の
座
学
、

実
習
、臨
床
教
育
な
ど
の
改
革
を
進
め
る
。

そ
の
ほ
か
、
医
歯
学
融
合
教
育
や
在
学
中

の
海
外
教
育
に
も
注
力
。
統
合
教
育
機
構

の
中
で
も
特
に
規
模
の
大
き
な
チ
ー
ム
で

あ
る
た
め
、
ほ
か
の
６
つ
の
チ
ー
ム
と
連

携
し
て
進
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
い
。

　

大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
チ
ー
ム
で

は
、
今
年
９
月
か
ら
入
学
試
験
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
を
導
入
す
る
。
ま
た
、Ｈ
Ｓ
Ｌ
Ｐ（
ヘ

ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
）の
大
学
院
版
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
べ
く
準
備
中
だ
。

　

教
養
教
育
チ
ー
ム
は
、
学
部
生
の
教
養

課
程
が
１
年
間
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
大
学
院
に
も
教
養
教
育
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
推
進
チ
ー
ム
と
の
連
携
で
、
英

語
で
日
本
文
化
を
学
ぶ
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

科
目
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
各

チ
ー
ム
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
つ
な
が
り
合
う
。

　
「
学
部
で
も
大
学
院
で
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
や
教
養
教
育
と
関
わ
る
部
分
は
大

き
く
、
チ
ー
ム
の
垣
根
を
越
え
た
取
り
組

み
は
不
可
欠
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
分
散

し
て
い
た
各
組
織
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が

情
報
を
共
有
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
全
力
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
の
が
統
合

教
育
機
構
で
す
」と
、
田
上
理
事
は
機
構

の
強
み
を
そ
う
強
調
す
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
チ
ー
ム
、
Ｉ
Ｒ

チ
ー
ム
、
教
育
技
法
開
発
チ
ー
ム
は
、
ほ

か
の
チ
ー
ム
を
下
支
え
す
る
分
野
横
断
的

な
チ
ー
ム
と
な
る
。
教
育
技
法
開
発
チ
ー

ム
は
、
図
書
館
の
メ
デ
ィ
ア
教
育
推
進
部

門
と
い
う
独
立
し
た
組
織
だ
っ
た
が
、
機

構
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
チ
ー

ム
と
も
連
携
し
や
す
く
な
る
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教

育
支
援
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
も
進

め
、
教
員
に
向
け
た
研
修
や
Ｆ
Ｄ
を
効
率

的
に
実
施
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　

機
構
の
設
立
に
よ
り
新
し
く
立
ち
上

が
っ
た
Ｉ
Ｒ
チ
ー
ム
は
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

７つのチームの中にそれぞれが取り組むプログラムがあるが、いくつものチームが連携したプログラムが多い（連携プログラムは
色分けされている）。
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M&Dタワー8階の「G-Lab」は日本人学生のグローバル教育を行う
スペース。隣には外国人留学生の日本語教室や留学生ラウンジなど
があり、学生同士のグローバルな交流が図りやすくなった。

理事・副学長
（企画・大学改革担当）

烏山　一

特集 2 教育改革とグローバル化を推進する
２つの機構が新設

［
統
合
国
際
機
構
］

分
散
し
て
い
た
国
際
関
連
組
織
を
ま
と
め
て

強
固
な
連
携
体
制
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進

統合国際機構

事務部

機構長

副機構長

グローバル企画・推進部門
グローバル化推進委員会

TMDU海外拠点
ガーナ・チリ・タイ etc.

Global Gateway
Inbound

外国人留学生受入

海外からの
外国人研究者等対応

Outbound

日本人学生海外派遣

「グローバル環境推進」チーム
（ネイティブ英語教員）

「スーパーグローバル大学創成
支援事業推進」チーム

「留学生支援」チーム

「国際交流協定」チーム

「海外拠点」チーム

「海外同窓ネットワーク」チーム

連携 統合教育機構

・国際交流課
従来の　・グローバルキャリア支援事務室　を統合・再編

・学生支援課（受入・派遣）

タ
を
蓄
積
・
分
析
す
る
専
門
部
隊
。
全
学

生
を
対
象
に
、
教
養
部
時
代
か
ら
学
部
、

大
学
院
ま
で
の
成
績
や
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
、
卒
業
後
の
進
路
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
一
貫
し
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
教
育

改
革
・
改
善
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

本
学
独
自
の
教
育
を
再
評
価

学
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く

　

統
合
教
育
機
構
に
は
、
従
来
の
医
学
教

育
開
発
学
、
歯
学
教
育
開
発
学
、
医
歯
学

融
合
教
育
な
ど
、
教
育
関
連
の
各
セ
ン

タ
ー
に
い
た
専
任
教
員
が
15
人
配
属
。
ま

た
、
各
部
局
で
教
育
に
関
わ
っ
て
き
た
エ

キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
が
兼
任
と
い
う
形
で
加

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
機
構
が
で
き
た
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
の
組
織
に
い
た

ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
ポ
リ
シ
ー
や
情
報
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
。

　

さ
ら
に
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
進
め

て
き
た
教
育
を
研
究
対
象
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
本
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
学
内
に
い
る
と
普

通
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
外
か
ら
見
る
と
と
て
も
先
進
的
で

あ
る
こ
と
も
多
く
、
き
ち
ん
と
評
価
す
れ

ば
教
育
に
関
す
る
研
究
に
直
接
結
び
つ
く

の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
教

育
関
連
の
論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
も

で
き
、
さ
ら
な
る
教
育
の
改
善
や
東
京
医

科
歯
科
大
学
独
自
の
教
育
の
開
発
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
学
外

に
向
け
て
発
信
す
る
の
も
こ
の
機
構
の
役

割
と
な
る
の
で
す
」（
田
上
理
事
）

国
際
関
連
の
組
織
を
ま
と
め

リ
ソ
ー
ス
や
情
報
を
共
有

　

も
う
ひ
と
つ
の
新
機
構
で
あ
る
統
合
国

際
機
構
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や
日
本
人

学
生
の
海
外
派
遣
な
ど
多
く
の
面
で
統
合

教
育
機
構
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
大
学
改

革
を
進
め
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
に
は
、
留
学
生
セ

ン
タ
ー
や
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
ル
対
応
の
い
く
つ
か
の
窓
口
が
存

在
し
た
。
そ
の
後
、
タ
イ
や
チ
リ
、
ガ
ー

ナ
な
ど
の
海
外
拠
点
が
立
ち
上
が
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
窓
口
と
し
て
請
け
負
う
範
囲

が
広
が
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
経
緯
が
あ
っ

た
と
機
構
長
の
烏
山
一
理
事
は
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
国
際
化
に
関

わ
る
組
織
は
増
改
築
を
繰
り
返
し
た
家
屋

の
よ
う
に
複
雑
な
構
造
で
、
リ
ソ
ー
ス
も

分
散
し
て
い
ま
し
た
。
本
機
構
で
は
そ
う

い
っ
た
組
織
を
統
合
す
る
こ
と
に
加
え

て
、事
務
系
窓
口
は
全
て
１
号
館
４
階
に
、

学
生
の
国
際
交
流
エ
リ
ア
は
Ｍ
＆
Ｄ
タ

ワ
ー
８
階
に
と
い
う
よ
う
に
、
物
理
的
距

離
も
ぐ
っ
と
近
づ
け
ま
し
た
。
そ
の
お
陰

で
、
異
な
る
チ
ー
ム
間
で
も
効
率
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」（
烏
山
理
事
）

　

事
務
部
に
つ
い
て
も
、
国
際
交
流
課
、

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
室
、
学

生
支
援
課
と
、
３
つ
の
組
織
に
分
か
れ
て

い
た
も
の
を
１
つ
に
ま
と
め
て
、
同
じ
建

物
の
同
じ
フ
ロ
ア
に
設
置
。
そ
の
隣
に
は

グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
推
進
チ
ー
ム
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
英
語
教
員
の
部
屋
が
あ
り
、
情
報

共
有
な
ど
が
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
を
整
備
し
て

外
国
人
の
受
入
体
制
を
強
化

　

統
合
国
際
機
構
は
、
３
つ
の
部
門
を
柱

に
構
成
さ
れ
る
。

　

一
つ
目
は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
、研
究

者
、
海
外
か
ら
採
用
し
た
教
員
な
ど
が
東

京
医
科
歯
科
大
学
で
最
初
に
訪
れ
る

「Global Gatew
ay

」。
統
合
国
際
機
構
に

は
、
３
人
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
員
が
専

任
で
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人

がGlobal Gatew
ay

部
門
長
を
務
め
て

い
る
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
学
生
を
海

外
派
遣
す
る
と
き
の
窓
口
に
も
な
る
が
、

日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人
に
と
っ
て
も

問
い
合
わ
せ
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

タ
イ
や
チ
リ
、
ガ
ー
ナ
な
ど
の
世
界
各

地
の「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
海
外
拠
点
」も
こ
の
機
構

の
一
部
門
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
は
部
門
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
た
海
外
拠
点
と
の
連
携

を
進
め
や
す
く
し
た
。

　

３
つ
目
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
画
・
推
進

部
門
」内
は
現
在
６
つ
の
チ
ー
ム
体
制
に

分
か
れ
、
学
内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
体
制
の

整
備
や
運
営
を
推
進
す
る
。
中
で
も
特
徴

的
な
の
は
、
学
内
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教

員
が
中
核
と
な
っ
て
作
ら
れ
た「
グ
ロ
ー

バ
ル
環
境
推
進
チ
ー
ム
」。
外
国
人
向
け

の
文
書
や
日
本
で
の
生
活
情
報
な
ど
、
英

語
で
の
環
境
整
備
が
十
分
で
な
い
も
の
に

対
し
て
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
化
を
進
め
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
学
内

の
標
識
や
サ
イ
ン
に
つ
い
て
も
日
本
語
・

英
語
併
記
に
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。特
に
病
院
内
に
つ
い
て
は
、２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
機
に
外
国
人
選
手
、ス
タ
ッ
フ
、
観
光

客
な
ど
の
受
診
が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
英
語
の
問
診
票
な
ど
も

制
作
中
だ
。

　
「
国
際
交
流
協
定
チ
ー
ム
」は
、
部
局
や

個
人
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
国
際
協
定
に

つ
い
て
、
大
学
と
し
て
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

な
対
応
窓
口
と
な
っ
て
対
応
す
る
。
具
体

的
に
は
、
協
定
を
取
り
交
わ
す
と
き
の
文

書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
、
授
業
料
負
担
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
、
提
携
時

に
使
え
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
用
意
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
推
進
チ
ー
ム
で
は
、

病
院
の
診
療
科
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

診
療
科
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
の
問

題
点
を
洗
い
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
外
国
人
教
員
や
留
学
生
の
経
験

や
意
見
を
も
と
に
、
外
国
人
自
身
の
手
で

よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
け
る
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
烏
山
理
事
）

　

か
つ
て
の
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
流
れ
を

汲
む「
留
学
生
支
援
チ
ー
ム
」は
、
日
本
語

の
教
育
、
奨
学
金
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、

順
天
堂
大
学
と
共
同
で
日
本
文
化
を
学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

ネ
イ
ティ
ブ
英
語
教
員
を
は
じ
め

海
外
経
験
豊
富
な
教
員
が
参
画

　

統
合
国
際
機
構
に
は
、
７
人
の
専
任
教

員
が
所
属
。
そ
の
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
の
多

く
は
兼
任
で
、
統
合
国
際
機
構
と
統
合
教

育
機
構
両
方
に
属
し
て
い
る
教
員
も
少
な

く
な
い
。
以
前
か
ら
国
際
化
活
動
に
活
動

に
関
わ
っ
て
き
た
教
員
や
、
海
外
経
験
が

長
く
海
外
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
く
知
る
教
員

も
多
数
参
加
し
て
お
り
、
主
に
企
画
面
で

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
戦
略
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
限
ら
ず
、

全
世
界
に
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
世
界
の
人

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
日
本
語
が

で
き
な
い
人
で
も
心
地
よ
く
研
究
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」（
烏
山
理

事
）

　

今
後
は
、研
究
、情
報
、医
療
に
関
す
る

新
た
な
統
合
機
構
の
設
立
も
計
画
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
全
て
の
組
織
が
連
携
し

合
っ
て
機
能
す
る
こ
と
で
、
一
気
に
大
学

改
革
が
進
む
見
通
し
だ
。
今
回
新
設
さ
れ

た
２
つ
の
機
構
は
そ
の
土
台
と
な
る
も
の

だ
け
に
、学
内
に
お
け
る
期
待
は
高
い
。

それまで分散していたグローバルの取り組みを３つの部門にまとめた。事務部門も統合することでよりスムーズに進められるよう
になった。


